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10

本 
会 
議

市
長
提
出
議
案
73
件
を
可
決

７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月

26
日
に
開
会
し
、
本
会
議
に
お
い

て
議
案
を
審
議
し
、
市
長
提
出
議

案
73
件
、
議
員
提
出
議
案
５
件
を

可
決
し
た
ほ
か
、
１
件
を
否
決
し
、

請
願
２
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
市
長
提
出
議
案
の
う

ち
、
委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し

た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

議
案
等
の
審
議
結
果
及
び
監
査
委
員

等
の
氏
名
は
12
・
13
ペ
ー
ジ
へ

付
託
を
省
略
し
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号

　
の
専
決
処
分

■
給
与
及
び
公
共
料
金
特
別
会
計

　
補
正
予
算
の
専
決
処
分

■
監
査
委
員
の
選
任

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命（
14
件
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
は
、
条
例
４
件
、

規
則
１
件
を
審
議
し
可
決
、
意
見

書
１
件
を
審
議
し
否
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
条
例

■
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

市
の
執
行
体
制
の
変
更
に
伴
い

規
定
を
整
備

■
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

法
改
正
に
伴
い
条
例
で
引
用
す

る
項
を
改
正

■ 

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
員
の
職
を
離
れ
た
際
の
報
酬

の
算
出
方
法
を
変
更

■
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

　
関
す
る
条
例

政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
活
動
の
範
囲
を
拡
大

可
決
し
た
規
則

■
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

常
設
す
る
新
た
な
協
議
等
の
場

に
関
す
る
規
定
を
整
備

請　
　
願

提
出
さ
れ
た
請
願
２
件
の
う
ち
、

１
件
は
厚
生
委
員
会
へ
付
託
し
、

１
件
は
都
市
環
境
委
員
会
へ
付
託

し
ま
し
た
。

審
査
を
行
っ
た
後
、
３
月
27
日

の
本
会
議
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

不
採
択
と
し
た
請
願

○ 

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

を
求
め
る
請
願

○ 

横
田
基
地
航
路
直
下
に
騒
音
測

定
器
常
設
に
関
す
る
請
願

  

主
な
内
容
等
は
11
・
12
ペ
ー
ジ「
厚

生
委
員
会
」「
都
市
環
境
委
員
会
」
へ

所
管
事
務
調
査

２
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

文
教
経
済
・
厚
生
・
都
市
環
境
委

員
会
の
各
委
員
長
が
、
委
員
会
の

総
意
と
し
て
ま
と
め
た
市
政
へ
の

提
言
を
所
管
事
務
調
査
の
結
果
と

し
て
報
告
し
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
委
員
会
は
昨
年
12

　
月
に
報
告
済
み
で
す
。

  

所
管
事
務
調
査
の
活
動
状
況
は
14
・

15
ペ
ー
ジ
へ

委 

員 

会

常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
を
審
査

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
市
長
提

出
議
案
16
件
及
び
請
願
２
件
は
、

各
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
審
査
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
務
企
画
委
員
会

開
催
日　
２
月
27
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る

経
費
を
増
額

問　
経
営
計
画
に
も
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
人
口
減
少
に
伴
う

税
収
減
で
、
今
後
の
本
市
の
財
政

状
況
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
認
識
だ
が
、

今
回
の
基
金
の
積
み
立
て
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
か
。

答　
本
市
の
税
収
の
伸
び
は
、
国

の
試
算
す
る
物
価
上
昇
の
伸
び

に
追
い
付
い
て
い
な
い
。
今
回
の

積
み
立
て
は
、
新
し
い
財
源
の
確

保
や
予
算
執
行
の
工
夫
の
ほ
か
、

国
の
交
付
金
増
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
本
市
の
財
政
状
況
が
好
転
し

た
訳
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

も
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

災
害
対
策
用
車
両
（
ト
イ
レ
カ

ー
）
の
購
入
費
用
を
計
上

問　
ト
イ
レ
カ
ー
購
入
の
必
要
性

は
認
め
る
が
、
本
来
、
補
正
予

算
は
緊
急
性
が
あ
る
も
の
と
の
認

識
で
あ
る
。
国
の
避
難
所
に
お
け

る
ト
イ
レ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も

ス
フ
ィ
ア
基
準
※
を
求
め
る
中
、

ト
イ
レ
カ
ー
２
台
よ
り
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
１
０
０
基
の
方
が
市

民
目
線
で
も
緊
急
性
が
あ
る
と
考

え
る
。
当
初
予
算
で
は
な
く
、
補

正
予
算
で
計
上
し
た
理
由
は
。

答　
今
回
は
国
補
助
を
活
用
し
て

配
備
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
国
が
災
害
時
に
活
用
可
能
な

ト
イ
レ
カ
ー
等
の
登
録
制
度
を
整

備
す
る
動
き
も
あ
り
、
昨
年
の
能

登
半
島
地
震
等
で
、
市
民
の
防
災

意
識
も
高
ま
る
中
、
災
害
時
に
他

自
治
体
と
相
互
支
援
で
き
る
な
ら

ば
、
本
市
も
ト
イ
レ
カ
ー
を
備
え

る
べ
き
と
考
え
、
計
上
し
た
。

問　
災
害
時
の
ト
イ
レ
需
要
に
備

え
る
一
つ
の
手
法
と
し
て
は
、

ト
イ
レ
カ
ー
導
入
を
評
価
し
た
い

と
考
え
る
。
車
い
す
の
利
用
者
も

想
定
さ
れ
る
が
仕
様
は
。

令和
7年

第
　
回
定
例
会

１

所
管
事
務
調
査

　
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら⇒

渡口文教経済委員長が所
管事務調査の結果を報告

※避難所等における被災者の権利とその支援の最低基準を定めた国際基準


